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アプリの構成

WEBフォーム連携アプリを作成するには次のいずれかのアプ
ローチがあります。

まずはどちらの手法で開発するかお選びください

【A】デスクトップアプリ型

【B】WEBアプリ型

【C】RPA型（PowerAutomateなど / A・Bに比べて工数が大きくなるため省略します）
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デスクトップアプリ型とWEBアプリ型
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特長 デスクトップアプリ型 WEBアプリ型

作業者への導入方法 作業者ごとのパソコンにインス
トール

最新のブラウザ環境

サーバシステム なし 特殊なサーバが必要
（Node.jsが使えること）

開発費以外に掛かる費用 なし サーバレンタル（月）
ドメインレンタル（年）
サーバ保守（月）

改修・バージョンアップ手順 （一例として）
メールにて更新ファイルを提供
作業者様にて入れ替え

作業者様側では特になし

自動実行の状況 アプリ内にWEBフォームの画面
とCSVの内容を表示し、人間が
操作しているかのように見えま
す

「5 / 20」のように現在の位置
と全体数を表示
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特長 デスクトップアプリ型 WEBアプリ型

自動実行の状況 進捗が分かりやすい
人間が操作する画面そのものが
見える

なにが行われているか分かりづ
らい（見えない）

自動実行中 「PC操作」をアプリに預けてい
るため他の作業はできない
（仮に出来ても動作保証外）

待っている間に他の作業を行う
ことができる

自動化可能な制御 人間が行える操作は基本的に可
能

自動化が困難な操作は難易度が
高くなる（工数増）

自動実行中の注意 PC本体側のスリープ機能などを
有効にしている場合、強制中断
されたり意図しない結果になる
可能性があります

自動実行中にブラウザを閉じた
り画面移動を行うと、進捗が分
からなくなる場合があります。
サーバ側では処理が進んでいま
す

アクセス制限対策 固定IP環境でなければ
異なるネットワークに移動する
など比較的容易

IPアドレスを変えるにはサーバ
構築からやり直し

パソコンスペック 比較的 高めのスペック ある程度古いパソコンでも可



スクレイピングの制約

WEB画面を自動的に操作することを「スクレイピング」と呼びます

スクレイピングを行う場合、サービス運営者側の都合に合わせることが重
要となります。

例えば、登録フォームに改修があり、入力項目が増えた・減った・必須に
なった、などの変更が行われると、スクレイピングは正常に動作しなくな
る可能性があります。

この場合は、アプリ側を改修することで対応が可能です。
サービス運営者側の都合であり、予見することが困難であるため、発覚後
に調査・お見積り・改修とさせていただいております
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よくある注意事項についてご案内します

• 法的リスク
対象サイトはスクレイピングされる前提でのサイト設計を行っ
ていないことがほとんどです。利用規約で明確に禁止されてい
ないことを確認するなど、法的な対策をお勧めします

• 技術的リスク
前頁のとおり対象サイト側の改修により動作しなくなる場合が
あります。アプリ側も追従して改修することで対応可能

• アクセス制限
自動実行を早く終わらせようとすると、対象サイトに連続的な
アクセスが発生します
悪質と判断されればIPブロックなどで拒絶される可能性があり
ます。10秒に１回など常識的な頻度にすることが重要です
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運用スタイルについて

どのような形で運用を行うか想定する状況をお教えください

作業用PC Windows 10 / 11 / 32bit / 64bit / Mac

 デスクトップ / ノート / タブレット

作業者数（PC数） 人 /  台

対象データ数 １回あたり 件（CSVの行数）
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備考

• 対象データ数が多く、数時間かかることが予想される場合は、
デスクトップ型よりWEBサーバ型がオススメです
処理完了時に設定したメールアドレスに通知する機能を加える
こともできます
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